
 

 

 

 

 

今年の女性協視察研修会は県内 7生協 39 人の組合員の方（他に県連 2 人）が参加してくださ

り、草津の重監房資料館と草津熱帯圏を見学しました。 

重監房資料館は、今年 4 月 30 日にオープンした、

ハンセン病をめぐる差別と偏見の解消を目指して厚生

労働省が設立した国立の資料館です。 

重監房は昭和 13 年に建てられ、隔離政策で強制入

所させられたハンセン病患者の特に反抗的とされた延

べ 93 名が収監され、患者を重罰に処するための監房

として昭和 22 年ま

で使われていました。

収監は正式な裁判

によるものではなく、療養所長の権限で行われ、患者の人権は

完全に無視されていました。正式名称の特別病室とは名ばかり

で、治療もなく過酷な環境（4.5メートルのコンクリートの高

い壁に囲まれた木造平屋の四畳半の8つの部屋。小さな窓だけ

で昼間でも暗く、電灯はあるが電気がきていない。一日2回の

粗末な食事。草津は12月には雪が降り、マイナス20度になる

こともあったが、暖房もなく、中も外と同じ気温）の中、

9年間で23名が亡くなったと言われています。 

現在、重監房の建物は基礎部分が残っているだけですが、

ハンセン病問題に関することを負の遺産として人の命の大

切さ、人権尊重を伝えていくためにこの資料館が建てられ

ました。自分たちが体験した悲劇を二度と繰り返してはな

らない。その再発防止のためにぜひ復元をという元患者の

皆さんの強い希望と全国の支援の力で実現したそうです。 

資料館に復元された重監房の部屋は、薄い布団があるだ

けで、まさに牢屋でした。「らいを病むがゆえにこの悲劇 なん

というみじめさよ」重監房の一室に書かれていたこの言葉がすべ

てを物語っています。発掘調査で出土したいくつもの南京錠など

の遺物も衝撃的でした。 

近くにある納骨堂には家族のもとに帰れない1,200名ものお骨

が収められているそうです。安らかにお眠りくださいと手を合わ

せました。 

草津熱帯圏では250種 1000 頭もの動物が飼育されているそう

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

重監房資料館前で（見学前に撮影） 

重監房跡（資料から） 

展示物の説明を聞きながら見学 

納骨堂で手を合わせました 



 

です。高さ１５メートルの大ドームの中は熱帯のように暖かくなっていて、カピバラやミーアキ

ャットなど多種多様な動物がいました。また神秘の魚ガラ・ルファによるフィッシュセラピーも

体験できました。 

今回の視察研修会では、命の大切さ、人権について過去の歴史から学び、二度と繰り返さない

ためには、私たちはどうしたらいいか？考えさせられる１日となりました。 

また、今回多くの生協の方々に参加していただけました。これからも女性協として組合員の輪

が広がっていくことを願い、帰路につきました。 

 

 

 

これまで女性協の催しに 4～5 回参加し、勉強になることばかりだった。このたびの視察研修

会に北毛保健生協から5人が参加した。 

実を言うと、この問題については（私のこともふくめ）いっさいを中野泰が「人間の行方、ハ

ンセン病添い走り50年」（全3冊）に書いているので私が出る幕はないのだが、誘いを受けて栗

生楽泉園を尋ねた。思えば10年ぶりになる。 

私は北毛保健生協を退職した 2000 年からハンセン病裁判に関わり、谺雄二さんとともに全国

を回ることになった。 

2001 年 5月 11日、熊本地裁で勝訴の判決を得る。私は車椅子を押してその法定に入っていて

大きな感動に浸った。すぐ東京に飛び、原告団・弁護団が政府・国会

に控訴断念を求めた。私は車椅子を押して1日中めまぐるしく走った。 

それから谺さんは新聞やテレビに囲まれ、また全国から講演に招か

れた。私が走らせた車は半年で4万キロになった。 

こうした5年間を終わり、（途中は省くけれど）ハンセン病から離れ、

10年を経た。 

今度の研修で得た感想はふたつ。 

①重監房は人知れない山のくぼみにあり、肌も凍るところだった。

こんな明るい、きれいなところではなかった。 

②私たちは自由に療舎を訪ね、語り合った。あの人たちとは友人でもあった。今はプライバシ

ーを盾に止められている。 

それもこれも10年のとしつきだろうか。 

 

 

 

 

 

6 月 19 日（木）前橋問屋センター会館にて群馬県生協連女

性協議会第 21 回定期総会が開催されました。会員生協から代

議員48名、オブザーバー36名が出席しました。 

司会の山田千枝委員（はるな生協）の進行により、議長には

木村よし枝代議員（はるな生協）が選出され議事に入りました。 

はじめに、県生協連中島源治会長理事と女性協清野紀美子会

長から、格差社会や貧困問題など抱える日本の現状や、男女共

同参画の立場で女性パワーの重要性等の話がありました。続い

て、来賓の県生活文化スポーツ部消費生活課赤羽昌巳課長補佐、県ぐんま男女共同参画センター

角田淑江所長から、悪質化していく消費者被害への注意喚起、男女共同参画の意義などをお話し

いただきました。 

議事は第3号議案まで活発な発言など充実した中、満場一致で承認されました。今回は役員改

選もあり、清野会長他４名が退任し、松本勉枝新会長のもと新たな役員体制で活動を進めること

第21回定期総会のようす 



が確認されました。 

総会のあとのアトラクションでは、オカリナ四重奏団『ア

ンサンブル・オウル』（代表栗原昭矩氏）によるコンサート

を行いました。唱歌やミサ曲などの美しい音色に、会場のみ

なさんは日々の疲れを忘れるようでした。目を閉じて想像の

翼を広げて聴き入る姿も見られました。 

アンケートには、「活動方針など大変わかりやすかった。」

「女性の活動に大きな期待を持っている。」などたくさんの

ご意見をいただきました。またアトラクションについても、「心が癒された。」「涙が出るほど感

動した。」など感想が寄せられ大変喜んでいただけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オカリナ四重奏団「オウル」の演奏 
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左から松本勉枝会長（県連理事、コープ

ぐんま）、猪俣友子委員（北毛保健）、甫
仮文子委員（群中）、秋山ユミ子副会長
（生活クラブ）、藤原京子委員（利根保

健）、下山淳子委員（コープぐんま）、西
原友美委員（パルシステム） 
他に狩野清美委員（学校）がいます。（は

るな生協は選考中） 



 

 

 

 

  

「安心して預けられるの」「スタッフが親切」「パルぴよ大好き」と組合員に喜ばれて

いるパルシステム群馬の託児。パルぴよは託児で組合員活動をサポートしています。ア

レルギー対策、感染予防、防犯対策、子ども

同士のトラブル防止などにも配慮しています。

おもちゃは月に一度消毒します。スタッフの

スキルアップのため研修も行います。今年は

小児・乳幼児対象の「普通救命講習Ⅲ」を修

了しました。子どもたちのかわいい笑顔や寝

顔に癒されながら、安全に託児が行えるよう

努力しています。 

また、子育て支援活動として親子で自由に参加できる「パルぴよひろば」を定期的に

開催しています。今年度からはイベントも取り入れ、エプロンシアターやミニエクササ

イズなどは大好評でした。親子で交流できる楽しい場所になっています。 

パルぴよは、かわいい子どもたちや組合員のために頑張り続けます！ 

 

 

 

 

１．消費税増税など、組合員のくらしと生協を取りまく事業の環境が一層厳しさを増す中、経営

基盤の強化を進めます。 

２．食を中心とした事業を通して、笑顔あふれる食

卓を応援し、「日本を、食卓から元気にしたい。」

のメッセージのもと食の取り組みを進めます。 

３．「おいしさと安心を、ほしいときにお届け」を

事業目標に、宅配で「食のNO.1」を目指します。 

４．「おいしさと安心を、うれしい価格で」を事業

目標に、既存店の黒字構造の確立を進めていきま

す。 

５．保障事業、サービス事業に関わる取り組みを進めます。 

６．組合員のくらしと社会的課題の実現を事業と活動で応え続け、組合員のくらしと豊かな地域

社会づくりに貢献します。 

７．ビジョン 2025「食卓を笑顔に、地域を豊かに、誰からも頼られる生協へ。」にもとづき、事

業革新と社会的課題の解決を目指します。 

 

エプロンシアター 
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